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論文内容の要旨
〔目的〕
近年の神経筋疾患の診断法・研究法の進歩はめざましく，小児科領域でも神経筋疾患の患者を診療す
る際，高度の診断技術が求められ，診断の一手段としての筋電図検査はルーチン検査として実施される
機会が増加しているO しかし，小児の筋電図の系統的な研究は少ない。本研究は，本邦小児の正中神経
と後腔骨神経の運動神経伝導速度 CMCV) ・知覚神経伝導速度 CS CV)，混合神経伝導速度 CMNC
V) ・残余潜時 CRL) および後腔骨神経の F波伝導速度 CFCV) と H波潜時の年齢別正常値と各パ
ラメーターの男女差を求めたものであるo
〔方法ならびに成績〕
方法は筋電図系と誘発反応加算装置を用いて， 6 カ月から 15歳の正常小児 131例の各神経から誘発筋
電図を記録し，所定の公式を用いて，種々のパラメーターを算出した。
その結果正中神経のMCV は 3--4 歳で成人域となったが， 15歳まで対数関数的に増加した。 RL は
直線回帰により有意に，加齢とともに増加した。 SCV は 3--4 歳で成人の下領域となった。また指一
手関節間の遠位部よりも，手関節-肘関節間の近位部で増加率は大きかった。 MNCVでは 5 ，_， 6 歳群
での増加はそ以下の年齢に比し有意であった。パラメータ一男女差については，いくつかの年齢群での
性差がみられ，いずれも女子の方が男子に比し速かった。この男女差は10，_， 15歳群で，特に顕著であっ
た。後腔骨神経でも正中神経と同様にMCV は 3--4 歳で成人域となり， 15歳まで対数関数的に増加し
た。 RL も同様に直線回帰により有意に，加齢とともに増加した。 SCV は 9 歳まで直線回帰により有
意に増加した。 MNCVでは 5--6 歳で成人域となったが， 15歳まで対数関数的に増加した。 FCV も
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5--6 歳で成人域となったが， 15歳まで対数関数的に増加した。 MCV同様 7 --15歳の FCVの増加の
一因には身長の影響が推察された。 H波潜時は直線回帰により有意に，加齢とともに増加した。後腔骨
神経では種々のパラメーターの男女差を認めなかった。
〔総括〕
正常小児の末梢神経伝達の種々のパラメーターの加齢による変化を求めた。伝導速度は 3--6 歳で成
人域となり，主として15歳まで対数関数的に増加した。潜時は直線回帰により有意に，加齢とともに増
加した。男女差は正中神経のみに見られ，主として，女子が速かった。
論文の審査結果の要旨
本研究は，近年神経筋疾患の診断法・研究法の進歩により 小児科領域でも高度の診断技術が求めら
れ，診断の一手段としての筋電図検査，特に誘発筋電図による，正常小児の末梢神経伝達の種々のパラ
メーターを検討したものであるo
正常小児の発達による変化では，加齢とともに運動神経伝導速度，知覚神経伝導速度，混合神経伝導
速度は，正中神経でも後腔骨神経でも対数関数的に15歳まで増加し， 3 -6 歳で成人の下限界域となっ
た。残余潜時やH波潜時は直線回婦により，有意に加齢とともに増加した。後腫骨神経のF波も運動神
経伝導速度同様に対数関数的に変化した。男女差は正中神経のみにみられ主として女子が速かった。
以上の研究は臨床上，小児の正常値が必ずしも確立されていない現在，非常に有用であり，博士号授
与に値すると考えられる。
~302-
